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無担保、無保証人、低利子で融資

～マル経融資制度～
利子補給（1％）制度が利用できます！

　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改

善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により

「日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問

い合わせください。 22－8330

担保、保証人 不　要

保証協会の保証 不　要

貸 付 限 度 額 1,500 万円

返 済 期 間 10 年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年 1.85％（平成 23 年10月1日現在）

融 資 対 象 小規模事業者：従業員 20 人以下
（商業、サービス業は5人以下）

会議所は企業の要、地域の灯

201110
会員数1,003名

日本商工会議所第114回通常会員総会
～復旧・復興と日本経済の再生を～

当所役員・議員7 名が日商総会で表彰

LOBO 8月結果　業況DIは４ヵ月連続で改善
～震災前の水準上回る～

千葉県最低賃金改正のお知らせ
経済底流を読み解く

成長シナリオに必要な企業負担軽減の観点
～わが国の未来のために～

第 30 回記念　南総里見まつり

～館山銀座商店街手づくり甲冑隊もパレード～
～当所青年部が気仙沼青年部と協力し、イベントを開催～

『実践マナー講座』開催報告

e-Tax セミナーのご案内

第 30 回記念　南総里見まつり
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〈
遅
れ
て
い
る
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
に
全
力
を
〉

　

震
災
発
生
か
ら
半
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
復
旧
・
復
興

の
足
取
り
は
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
。
被
災
地
域
か
ら
は
、
被
災
事

業
者
が
「
地
元
で
の
事
業
再
開
」

の
可
否
を
決
定
す
る
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
を
既
に
過
ぎ
て
い
る
と
の

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
が
実
施
す
る
事
業

の
裏
付
け
と
な
る
予
算
措
置
や
土

地
利
用
な
ど
の
方
針
の
提
示
が
遅

れ
て
い
る
た
め
、
地
域
の
復
興
計

画
の
策
定
も
進
ん
で
い
な
い
。
さ

ら
に
、
事
業
再
開
な
ど
の
政
府
の

支
援
策
も
、
被
災
事
業

者
が
自
ら
選
択
し
、
活

用
で
き
る
ほ
ど
周
知
さ

れ
て
い
な
い
。

　

他
方
、
わ
が
国
は
震

災
以
前
か
ら
危
機
的
状

況
に
陥
っ
て
お
り
、
復

旧
・
復
興
と
同
時
に
、

日
本
経
済
の
再
生
の
実

現
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
日

商
と
し
て
超
円
高
・
空

洞
化
対
策
を
含
む
第
三
次
補
正
予

算
の
早
期
編
成
と
実
行
を
強
く
要

望
す
る
。

〈
第
三
次
補
正
予
算
の

早
期
編
成
を
〉

　

遅
れ
て
い
る
復
旧
・
復
興
を
大

き
く
前
進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
第

三
次
補
正
予
算
の
早
期
編
成
と
実

行
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。

復
旧
・
復
興
は
地
域
主
導
、
ス
ピ
ー

ド
重
視
で
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、

推
進
す
る
体
制
の
早
期
整
備
が
必

要
と
指
摘
。
具
体
的
に
は
、
①
復

興
庁
の
被
災
地
域
へ
の
早
期
設

置
、
②
自
由
度
の
高
い
一
括
交
付

金
の
創
設
、
③
復
興
特
区
制
度
の

早
期
創
設
、
④
地
域
復
興
の
た
め

の
国
の
方
針
な
ど
の
早
期
提
示
が

要
望
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
が
行
な
う
施
設
の
整
備
に
対
す

る
支
援
の
大
幅
な
拡
充
や
、
二
重

債
務
問
題
へ
の
迅
速
な
対
応
を
は

じ
め
早
期
ビ
ジ
ネ
ス
再
開
へ
の
支

援
の
拡
充
を
要
求
。
地
域
の
中
核

を
担
う
中
堅
・
中
小
企
業
へ
の
支

援
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
併

せ
て
、
国
の
主
導
で
復
興
の
基
盤

と
な
る
イ
ン
フ
ラ
を
早
期
に
復
旧

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

復
興
財
源
に
つ
い
て
は
、
空
洞

化
を
加
速
さ
せ
、
景
気
や
雇
用
に

影
響
の
大
き
い
法
人
税
と
所
得
税

の
増
税
は
行
う
べ
き
で
な
い
と
改

め
て
主
張
。
徹
底
的
な
行
財
政
改

革
な
ど
を
断
行
し
た
上
で
、
財
源

が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
わ
が
国

経
済
の
動
向
に
十
分
留
意
し
つ

つ
、
時
限
の
消
費
税
増
税
は
や
む

を
得
な
い
と
し
て
い
る
。

〈
福
島
の
再
生
に
向
け

強
力
な
取
組
を
〉

原
子
力
発
電
所
事
故
の
被
害
に
苦

し
む
福
島
県
の
再
生
に
は
、
引
き

続
き
国
が
全
力
を
傾
け
る
必
要
が

あ
る
と
強
調
。
現
下
の
最
優
先
課

題
と
し
て
、
徹
底
し
た
除
染
対
策

の
早
急
な
実
行
と
、
子
供
の
被
ば

く
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の

健
康
管
理
の
徹
底
を
挙
げ
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
地
域
経
済
の
再
生
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
企
業
な
ど

に
対
し
て
、
迅
速
、
適
正
な
原
子

力
損
害
賠
償
を
実
施
す
る
よ
う
要

求
。
さ
ら
に
、
原
子
力
災
害
の
克

服
や
地
域
再
生
、
産
業
振
興
と
就

日
本
商
工
会
議
所
第
114
回
通
常
会
員
総
会
を
開
催

～
復
旧
・
復
興
と
日
本
経
済
の
再
生
を
～

　
９
月
15
日
（
木
）、
帝
国
ホ
テ
ル
を
会
場
に
日
本
商
工
会
議
所
第
114
回
通
常
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
に
は
来
賓
と
し
て
枝
野
経
済
産
業
大
臣
、
樽
床
民
主
党
幹
事
長
代
行
、
石
原
自
民
党
幹
事
長
、
井
上

公
明
党
幹
事
長
、渡
辺
み
ん
な
の
党
党
首
、重
野
社
民
党
幹
事
長
、亀
井
国
民
新
党
代
表
の
ご
臨
席
を
賜
っ
た
。

　
冒
頭
、
会
頭
挨
拶
で
岡
村
正
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
は
、
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
、
そ
の
後
の
新
潟
・

福
島
豪
雨
、
台
風
12
号
に
よ
る
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
者
、
被
災
地
に
対
す
る
お
見
舞
い
を
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
、
９
月
２
日
に
発
足
し
た
野
田
新
内
閣
に
対
し
、
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
国
家
の
危
機
に
直

面
し
、
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
そ
し
て
日
本
の
再
生
に
向
け
て
、
新
内
閣
に
課
さ
れ
た
使
命
は
、
極

め
て
重
大
で
あ
る
。
野
田
総
理
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
政
府
・
与
党
が
一
丸
と
な
り
、
野
党

と
の
意
見
調
整
を
精
力
的
に
進
め
、
全
力
で
国
政
に
邁
進
す
る
よ
う
以
下
の
内
容
を
要
望
し
た
。
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労
支
援
な
ど
の
継
続
的
、
計
画
的

な
実
行
を
担
保
す
る
特
別
立
法
の

早
期
制
定
を
求
め
て
い
る
。

〈
超
円
高
・
空
洞
化
阻
止
へ

迅
速
な
対
応
が
不
可
欠
〉

　

復
旧
・
復
興
と
同
時
に
日
本
経

済
の
再
生
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
第
三
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、

成
長
を
重
視
し
た
政
府
の
迅
速
な

政
策
判
断
と
実
行
が
不
可
欠
で
あ

る
と
し
、
具
体
的
に
、
中
小
企
業

の
存
続
の
限
界
を
超
え
る
空
前
の

超
円
高
は
、
わ
が
国
の
再
生
や
復

興
の
足
か
せ
と
な
り
か
ね
な
い
と

指
摘
。
為
替
介
入
や
一
層
の
金
融

緩
和
な
ど
、
円
高
是
正
の
た
め
の

断
固
た
る
措
置
が
必
要
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
超
円
高
に
苦
し
む

中
小
企
業
に
対
し
て
は
、
資
金
繰

り
を
緩
和
す
る
た
め
の
公
的

融
資
や
信
用
保
証
の
拡
充
策

な
ど
を
要
望
。
併
せ
て
経
済

成
長
の
源
泉
で
あ
る
中
小
企

業
な
ど
に
対
し
、
海
外
展
開

へ
の
支
援
や
創
業
・
起
業
促

進
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
震
災
を
契
機
に

加
速
す
る
産
業
空
洞
化
阻
止

に
向
け
た
対
策
が
急
務
で
あ

る
こ
と
も
主
張
。
法
人
税
は

将
来
的
に
ア
ジ
ア
諸
国
並
み

の
20
％
台
へ
の
引
き
下
げ
が

必
要
と
し
た
上
で
、
少
な
く

と
も
平
成
23
年
度
税
制
改
正

大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
た
中
小

法
人
の
軽
減
税
率
を
含
む
法

人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
平

成
24
年
度
か
ら
確
実
に
実
施
す
べ

き
と
強
調
し
た
。
加
え
て
、
企
業

の
国
内
立
地
を
促
進
す
る
た
め
の

補
助
措
置
の
拡
充
な
ど
も
要
望
し

て
い
る
。

　

当
面
の
電
力
需
給
の
安
定
策
に

つ
い
て
は
、
安
全
性
を
確
保
し
た

上
で
原
発
の
再
稼
働
が
必
要
と
の

認
識
を
提
示
。
さ
ら
に
、
重
要
政

策
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
社
会

保
障
制
度
の
持
続
性
確
保
に
向
け

て
、
さ
ら
な
る
効
率
化
や
重
点
化

を
遅
滞
な
く
実
施
す
べ
き
と
強
調

し
た
。
併
せ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定
）
を
含
む
質

の
高
い
経
済
連
携
の
推
進
と
と
も

に
、
連
携
と
両
立
し
得
る
持
続
可

能
な
農
林
漁
業
の
実
現
と
地
域
対

策
の
充
実
を
求
め
た
。

～会員事業所の財形事務を代行いたします～

館山商工会議所
財形貯蓄事務代行制度

　館山商工会議所では会員サービスの一環と

して「財形貯蓄事務代行制度」に取り組んで

います。

　面倒な財形の事務手続きを事業主に代わっ

て代行いたしまます。

　この機会にぜひ財

形制度の導入をご検

討いただき、当所の

事務代行で財形をス

タートしましょう。

ゆとりのためのこのプラン

　
９
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
、
日
本
商
工
会
議
所
第
114
回

通
常
会
員
総
会
に
お
い
て
、
永
年
に
亘
り
商
工
会
議
所
に

功
労
の
あ
っ
た
役
員
・
議
員
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
当
所
か
ら
は
勤
続
20
年
以
上
の

　

角　

田　
　
　

衛
　
氏
（
監
事
・
角
田
衛
税
理
士
事
務
所
）

　

廣　

井　

武　

雄
　
氏
（
常
議
員
・
㈲
ひ
ろ
い
）、

　

望　

月　
　
　

眞
　
氏
（
常
議
員
・
㈱
も
ち
づ
き
）

　

川　

名　

光　

俊
　
氏
（
常
議
員
・
㈱
清
水
屋
商
店
）

　

鈴　

木　

陽　

一
　
氏
（
常
議
員
・（
福
）
白
寿
会
）

　

鈴　

木　

昭　

男
　
氏
（
議
員
・
㈲
ふ
く
も
と
）

　

渡　

邊　
　
　

勲
　
氏
（
議
員
・
㈱
カ
ネ
フ
ク
）

　
７
名
の
方
が
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当所役員・議員７名が日商総会で表彰
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商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期

景
気
観
測
）
調
査
の
８
月
結
果
で

は
、
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
が

前
月
か
ら
３
．
５
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
て
マ
イ
ナ
ス
36
．
５
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
マ
イ

ナ
ス
50
台
で
推
移
し
て
い
た
Ｄ
Ｉ

は
、
前
月
（
７
月
）
に
続
き
大
幅

に
改
善
。
震
災
前
の
水
準
（
本
年

２
月
＝
マ
イ
ナ
ス
40
．
１
）
を
上

回
る
と
と
も
に
、
８
か
月
ぶ
り
に

マ
イ
ナ
ス
30
台
を
記
録
し
た
。

　

産
業
別
で
は
、製
造
、卸
売
、サ
ー

ビ
ス
の
３
業
種
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が

縮
小
し
た
。
こ
の
う
ち
製
造
業
は
、

自
動
車
を
中
心
に
生
産
活
動
が
本

格
的
に
回
復
し
、
震
災
後
の
減
産

分
を
挽
回
す
る
動
き
が
拡
大
。
サ
ー

ビ
ス
業
は
、
自
粛
ム
ー
ド
の
緩
和

が
進
み
、
飲
食
や
宿
泊
に
対
す
る

需
要
が
上
向
い
て
い
る
。
ま
た
、

震
災
後
、
他
の
業
種
に
比
べ
回
復

が
遅
れ
て
い
た
卸
売
も
、
生
産
や

消
費
の
回
復
に
伴
い
、
震
災
前
の

水
準
近
く
ま
で
改
善
し
た
。

　

一
方
、
小
売
業
は
７
月
に
比
べ
、

ク
ー
ル
ビ
ズ
向
け
の
涼
感
商
品
や

省
エ
ネ
家
電
な
ど
の
売
上
が
一
段

落
し
た
こ
と
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
幅

は
わ
ず
か
に
拡
大
し
た
。

　

項
目
別
に
み
る
と
、「
売
上
」
は
、

大
幅
に
改
善
し
た
前
月
と
ほ
ぼ
同

水
準
で
推
移
。
そ
の
他
の
項
目（
採

算
、
資
金
繰
り
、
仕
入
単
価
、
従

業
員
）
は
、
前
月
か
ら
改
善
し
た
。

〈
電
力
供
給
不
足
が

多
く
の
業
種
に
影
響
〉

　

こ
う
し
た
中
、
本
調
査
に
付
帯

し
て
、「
電
力
供
給
不
足
に
伴
う
、

自
社
や
取
引
先
の
休
日
（
操
業
・

営
業
日
）
変
更
の
影
響
」
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
約
30
％
が

「
経
営
に
悪
影
響
が
及
ん
で
い
る
」

（
見
通
し
含
む
）
と
回
答
し
た
。

　

各
地
か
ら
は
、「
取
引
先
の
操

業
日
変
更
に
合
わ
せ
、
週
７
日
の

出
荷
体
制
が
必
要
」（
一
般
産
業

用
機
械
製
造
業
）、「
地
元
企
業
が

休
日
を
分
散
し
た
こ
と
か
ら
、
土

日
の
来
客
数
が
大
幅
に
減
少
。
全

体
の
売
上
も
悪
化
し
た
」（
百
貨

店
）、「
製
造
業
の
休
日
操
業
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
件
費

が
増
加
（
運
送
業
）
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

〈
円
高
の
長
期
化
と

海
外
移
転
の
進
行
〉

　

ま
た
、
円
高
の
長
期
化
が
、
企

業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て

い
る
。
一
部
に
は
仕
入
れ
価
格
を

低
抑
え
ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
も

の
の
、
多
く
の
企
業
が
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
。

　

「
取
引
先
の
海
外
で
の
生
産
や
物

品
の
購
入
が
進
み
、
仕
事
量
が
減

少
」（
一
般
産
業
用
機
械
製
造
業
）、

「
海
外
か
ら
の
安
価
な
製
品
を
輸
入

す
る
企
業
が
増
加
し
て
お
り
、
当

社
へ
の
発
注
が
減
少
」（
衣
服
・
日

用
品
卸
売
業
）、「
地
元
の
企
業
が

工
場
を
海
外
に
移
転
し
た
た
め
、

今
後
は
来
客
数
が
減
少
す
る
見
込

み
」（
総
合
ス
ー
パ
ー
）
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
夏
休
み
の
海
外
旅

行
者
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
国
内
の
観
光
客
が
減
少
。
売

上
も
悪
化
し
た
」（
旅
館
）
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
た
。

〈
依
然
と
し
て
強
い

先
行
き
不
透
明
感
〉

　

向
こ
う
３
カ
月
の
先
行
き
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
全
産
業
合
計
の

業
況
Ｄ
Ｉ
（
８
月
比
ベ
ー
ス
）
が

マ
イ
ナ
ス
32
．
７
と
、
８
月
か
ら

３
．
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
す
る
見
込

み
。
復
興
需
要
や
、
製
造
業
を
中

心
と
し
た
生
産
の
回
復
に
伴
う

受
注
の
増
加
を
期
待
す
る
声
が
多

い
。「
工
作
機
械
関
係
の
受
注
が

増
加
」（
鉄
素
形
材
製
造
業
）、「
生

産
量
は
、
ほ
ぼ
フ
ル
稼
働
の
状
態

に
戻
り
つ
つ
あ
る
」（
製
鉄
業
）
と

い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
見
ら
れ
た
。

　

一
方
、
円
高
や
電
力
供
給
不
足

の
長
期
化
に
加
え
、
原
油
・
原
材

料
価
格
の
上
昇
に
伴
う
採
算
の
悪

化
や
、
価
格
競
争
の
激
化
、
取
引

先
の
生
産
・
販
売
拠
点
の
海
外
移

転
が
進
行
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ

る
受
注
の
減
少
な
ど
、
不
安
を
訴

え
る
声
も
多
い
。

　

「
円
高
が
続
け
ば
、
取
引
先
か

ら
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
が
想
定

さ
れ
、
収
益
は
さ
ら
に
悪
化
す
る

見
込
み
」（
自
動
車
・
付
属
品
製

造
業
）、「
９
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
ほ
と
ん
ど
の
資
材
の
値
上
げ

が
予
定
さ
れ
て
い
る
」（
印
刷
業
）、

「
製
品
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
収

益
が
さ
ら
に
悪
化
す
れ
ば
従
業
員

の
削
減
も
検
討
が
必
要
」（
金
属

加
工
機
械
製
造
業
）
と
言
っ
た
声

が
目
立
つ
。

　

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴

的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

【
建
設
業
】

　

「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の

会議所窓口相談

商工相談

　金融相談

毎週水曜日
（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

日本政策金融公庫

特別金融相談日

毎月第3金曜日
（事前にご連絡下さい）

LOBO
8月結果

業
況
は
４
カ
月
連
続
で
改
善

～
震
災
前
の
水
準
上
回
る
～

全産業合計の業況DIの推移（平成14年1月～23年8月）
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終
了
後
、
住
宅
建
築
の
受
注
が
大

幅
に
減
少
」（
土
木
工
事
業
）、「
震

災
後
、
高
騰
し
て
い
た
資
材
価
格

が
落
ち
着
い
て
い
る
」（
一
般
工

事
業
）、「
急
激
な
円
高
や
海
外
経

済
の
変
調
に
よ
る
民
間
設
備
投
資

へ
の
影
響
を
懸
念
。
今
後
の
業
績

見
通
し
が
立
た
な
い
」（
し
ゅ
ん

せ
つ
工
事
業
）

【
製
造
業
】

　

「
震
災
後
に
生
産
が
落
ち
込
ん

だ
反
動
で
、
８
月
以
降
、
各
取
引

先
が
増
産
計
画
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
受
注
が
増
加
」（
自
動
車
・

同
附
属
品
製
造
業
）、「
円
高
・
電

力
不
足
の
影
響
で
、
取
引
先
が
生

産
計
画
を
見
直
す
こ
と
に
伴
う
受

注
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
」（
医

療
用
機
械
器
具
製
造
業
）、「
乳
製

品
の
放
射
能
検
査
の
費
用
が
増
大

し
、
経
営
を
圧
迫
」（
食
料
品
製

造
業
）

【
卸
売
業
】

　

「
仮
設
住
宅
向
け
の
ふ
す
ま
・

障
子
・
じ
ゅ
う
た
ん
等
内
装
資
材

の
需
要
が
増
加
」（
家
具
・
建
具

卸
売
業
）、「
金
価
格
の
高
騰
に
伴

い
、
製
造
コ
ス
ト
が
上
昇
。
上
昇

分
を
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
ず
、

採
算
が
悪
化
」（
ジ
ュ
エ
リ
ー
製

品
卸
売
業
）、「
茶
の
放
射
能
汚
染

問
題
は
一
段
落
し
た
も
の
の
、
消

費
者
の
不
安
感
は
未
だ
残
っ
て
お

り
、
贈
答
品
の
売
上
が
低
迷
」（
茶

類
卸
売
業
）

【
小
売
業
】

　

「
自
動
車
関
連
企
業
の
休
日
変

更
に
伴
い
、
土
日
の
来
客
数
が
減

少
。
売
上
が
落
ち
込
ん
で
い
る
。」

（
総
合
ス
ー
パ
ー
）、「
新
米
の
放

射
線
汚
染
に
よ
る
風
評
被
害
に
加

え
、
生
産
量
減
少
に
よ
る
価
格
高

騰
が
心
配
」（
米
穀
類
小
売
業
）、

「
節
電
と
猛
暑
に
よ
り
盛
夏
商
品

の
売
上
増
を
見
込
む
も
、
７
月
下

旬
に
猛
暑
が
一
服
し
た
影
響
で
、

そ
れ
以
降
の
売
上
が
期
待
ほ
ど
伸

び
て
い
な
い
」（
商
店
街
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】

　

「
震
災
後
落
ち
込
ん
で
い
た
宿

泊
客
数
が
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
水
準

ま
で
回
復
」（
旅
館
）、「
荷
主
で

あ
る
製
造
業
の
休
日
操
業
に
よ

り
、
人
件
費
の
増
加
や
休
日
出
勤

の
調
整
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
」（
運

送
業
）、「
住
宅
金
融
支
援
機
構
の

フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
（
優
良
住
宅
取
得

支
援
制
度
）
の
１
％
金
利
引
き
下

げ
が
前
倒
し
で
終
了
（
２
０
１
１

年
12
月
31
日
→
９
月
30
日
）
す
る

た
め
、
先
行
き
が
不
安
」（
不
動

産
取
引
業
）

◎
千
葉
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ
◎

　

千
葉
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
。）
及
び
、
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る
千
葉
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
７
４
８
円
（
従
来
の
７
４
４
円
か
ら
４
円
引
上
げ
）

　

使
用
者
は
、
こ
の
額
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
仮
に
こ
の
額
よ
り
低
い

賃
金
を
定
め
て
い
て
も
、法
律
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
、最
低
賃
金
と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

◇�

こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
休
日
出
勤
手
当
、

深
夜
勤
務
手
当
、
賞
与
及
び
臨
時
の
賃
金
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
月
給
制
・
日
給
制
の
場
合
は
、
時
間
額
に
換
算
し
て
比
較
し
ま
す
。

◇�

最
低
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
精
神
又
は
身
体
の

障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力
の
低
い
者
等
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
が
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
最
低
賃
金
の
減
額
の
特
例
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◇�

「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
の
他
に
業
種
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
「
特
定
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇�

「
千
葉
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
最
低
賃
金
引
上
げ
に
伴
う
経
営
面
と
労
働
面
の
無

料
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
３
‐
２
４
５
‐
０
２
７
７
）

※
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
３
‐
２
２
１
‐

２
３
２
８
）
か
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
24
時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
０
４
３
‐
２
２
１
‐
４
７
０
０

◎
千
葉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.ch

ib
a-ro

u
d
o
u
kyo

ku
.g
o
.jp
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る
と
、
国
内
の
産
業
基
盤
は
大
幅

に
弱
体
化
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

政
府
は
、「
わ
が
国
企
業
は
、
わ

が
国
か
ら
出
て
い
く
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
固
定
観
念
を
捨
て
る
べ
き

だ
。
企
業
は
営
利
目
的
で
活
動
し

て
お
り
、
株
主
の
た
め
に
収
益
を

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
最
も

合
理
的
と
見
ら
れ
る
手
法
を
選
択

し
て
、
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

　

そ
こ
に
は
、〝
経
済
合
理
性
〟
と

い
う
一
種
の
哲
学
が
働
く
の
で
あ

る
。
政
府
は
、
そ
う
し
た
状
況
を

過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

今
後
、
わ
が
国
で
は
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
こ
と
が

　

最
近
、
わ
が
国
企
業
の
経
営
者

に
話
を
聞
く
と
、「
円
高
や
電
力
供

給
の
不
安
、
重
い
税
負
担
を
考
え

る
と
、
国
内
で
の
企
業
活
動
は
本

当
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
」
と
い

う
見
解
を
よ
く
耳
に
す
る
。
客
観

的
に
見
て
、
こ
れ
だ
け
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中

で
、
彼
ら
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に

は
相
応
の
説
得
力
が
あ
る
。

　

従
来
か
ら
、
わ
が
国
の
法
人
税

は
主
要
国
の
中
で
相
対
的
に
高
い

と
い
わ
れ
て
き
た
。
主
要
国
の
多

く
が
、
企
業
活
動
の
刺
激
を
目
的

に
税
負
担
を
軽
減
す
る
方
向
で
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
の
に
対
し
、

わ
が
国
は
そ
う
し
た
政
策
を
と
っ

て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
で
は
ア
ジ
ア
諸

国
や
欧
州
諸
国
の
多
く
と
比
べ
て

も
、
企
業
の
税
負
担
は
か
な
り
重

く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
企
業
が
設
備
投
資
な

ど
に
使
え
る
自
由
な
お
金
（
フ
リ
ー

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）
の
額
を
低

下
さ
せ
、
中
・
長
期
的
に
成
長
力

を
減
殺
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
企
業
の
税
負
担
が

重
い
こ
と
は
、
海
外
か
ら
わ
が
国

へ
の
投
資
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

足
元
で
円
高
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
も
、
多
く
の

輸
出
企
業
に
と
っ
て
は
痛

手
に
な
る
。
現
在
、
わ
が

国
の
円
は
世
界
の
主
要
な

安
全
通
貨
の
一
つ
と
見
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

何
か
想
定
外
の
事
態
が
起

き
る
た
び
に
買
い
込
ま
れ
、

円
高
が
進
む
傾
向
に
あ
る
。

今
後
も
こ
の
傾
向
が
続
く

よ
う
だ
と
、
円
が
他
の
主

要
通
貨
に
対
し
て
強
含
み

の
展
開
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

　

追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
、

震
災
以
降
、
わ
が
国
の
電
力
の
安

定
供
給
に
不
安
が
生
じ
て
い
る
。

福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
加
え
て
、
政
府
の
場
当
た
り
的

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
大
き
く
災

い
し
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な

策
を
打
つ
の
か
、
現
在
の
政
府
か

ら
は
明
確
な
意
図
が
読
み
取
れ

な
い
。

　

そ
れ
ら
の
要
素
を
総
合
的
に
考

え
る
と
、
確
か
に
わ
が
国
の
企
業

を
取
り
巻
く
国
内
の
経
済
環
境
は

か
な
り
劣
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
実
際
に
生

産
拠
点
を
海
外
に
移
転
し
よ
う
と

い
う
動
き
さ
え
出
始
め
て
い
る
。

中
に
は
、
今
ま
で
、
気
密
性
の
高

い
技
術
の
露
出
を
恐
れ
て
国
内
か

ら
出
す
こ
と
の
な
か
っ
た
生
産
拠

点
を
、
海
外
に
移
す
企
業
も
出
て

い
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
放
置
す

経
済
底
流
を
読
み
解
く
◆
◆
◆
◆
◆
◆

成
長
シ
ナ
リ
オ
に
必
要
な
企
業
負
担
軽
減
の
観
点

～
わ
が
国
の
未
来
の
た
め
に
～

千葉支社　木更津営業所
〒292-0838　木更津市潮浜1-17-59
TEL0438-37-9953

想
定
さ
れ
る
社
会
保
障
制
度
な
ど

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の

経
済
成
長
が
必
要
に
な
る
こ
と
は

言
を
ま
た
な
い
。
問
題
は
そ
れ
を

い
か
に
実
現
す
る
か
だ
。

　

冷
静
に
考
え
れ
ば
、
国
全
体
の

付
加
価
値
を
稼
ぎ
出
す
の
は
企
業

で
あ
り
、
企
業
が
元
気
に
新
し
い

技
術
や
新
製
品
を
開
発
す
る
か
ら

こ
そ
、
経
済
規
模
が
拡
大
す
る
の

で
あ
る
。
わ
が
国
の
企
業
が
厳
し

い
国
際
競
争
の
中
で
生
き
残
っ
て

い
く
こ
と
で
、
わ
が
国
の
経
済
成

長
が
実
現
す
る
。
政
治
は
、
そ
う

し
た
経
済
の
基
本
を
も
う
一
度
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
し
な

い
と
、
わ
が
国
の
将
来
は
開
け
て

こ
な
い
。



　9 月 26 日（月）当所において『相手に好印象を与える！

実践マナー講座』を開催した。

　このセミナーは、人間関係に強くなり、お客様との信

頼関係を築くマナーを習得するべく開催された。

　講師には、企業向け社員研修や、就職支援アドバイザー

としてマナー研修で数々の実績のある自覚真由美氏を

お迎えした。

　セミナーでは、普段の業務で見失いがちなマナーを基

礎からご説明いただき、実習も行った。

　出席者は、経営者か

ら現場の社員までさま

ざまであったが、企業

の信用や業績にも直結

す る 重 要 な「 マ ナ ー」

とあって、一様に真剣

な表情で取り組んだ。
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今
年
で
第
30
回
を
迎
え
た
『
南

総
里
見
ま
つ
り
』
が
、
10
月
１
日

（
土
）・
２
日
（
日
）
の
２
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

　

１
日
（
土
）
に
は
、
今
年
も
各

地
か
ら
募
集
し
た
伏
姫
や
八
犬
士

を
始
め
、
鉄
砲
隊
や
槍
隊
、
手
づ

く
り
甲
冑
隊
、
わ
ん
わ
ん
八
犬
士

な
ど
、
総
勢
約
１
５
０
名
余
り
が

戦
国
武
者
行
列
と
し
て
館
山
駅
西

口
か
ら
北
条
海
岸
通
り
を
パ
レ
ー

ド
し
た
。

　

特
に
、「
手
づ
く
り
甲
冑
」
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
銀
座
商
店
街
振
興
組
合

（
理
事
長　

角
田
吉
夫
）
の
「
館

山
銀
座
商
店
街
手
づ
く
り
甲
冑

隊
」
は
、
手
づ
く
り
と
は
思
え
な

い
完
成
度
の
高
さ
や
、
き
ら
び
や

か
な
様
子
か
ら
沿
道
の
観
客
を
魅

了
し
、
盛
ん
に
喝
采
を
受
け
た
。

　

午
後
３
時
頃
か
ら
は
、
北
条
海
岸

の
特
設
会
場
で
戦
国
合
戦
絵
巻
が

行
な
わ
れ
、
八
犬
士
の
演
武
や
本

格
的
な
合
戦
シ
ー
ン
、
他
に
も
火

縄
銃
の
演
武
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

　

ま
た
今
年
は
、
開
催
史
上
最
多

と
な
る
市
内
33
地
区
の
山
車
・
お

船
・
屋
台
・
神
輿
が
駅
周
辺
か
ら

海
岸
通
り
を
中
心
に
パ
レ
ー
ド

し
、『
南
総
里
見
ま
つ
り
』
を
よ

り
一
層
華
や
か
に
盛
り
上
げ
た
。

　

さ
ら
に
、
夜
に
は
30
回
を
記
念

し
た
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　

翌
２
日
（
日
）
に
は
、
会
場
を

城
山
公
園
に
移
し
、『
宮
城
・
房

総
Ｂ
級
グ
ル
メ
ま
つ
り
』『
郷
土

芸
能
祭
』
が
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｂ
級
グ
ル
メ
ま
つ
り
に
は
、
宮

城
、
館
山
、
南
房
総
、
鋸
南
、
富
津
、

外
房
の
各
地
区
を
代
表
す
る
Ｂ
級

グ
ル
メ
が
出
店
さ
れ
、
各
ブ
ー
ス

と
も
大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
っ
た
。

　

当
所
青
年
部
（
会
長　

上
條
長

永
）
が
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な

被
害
を
被
っ
た
気
仙
沼
商
工
会
議

所
青
年
部
と
連
携
し
て
実
現
し

た
、
宮
城
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
出
店
に

よ
る
東
北
復
興
支
援
は
、
気
仙
沼

ホ
ル
モ
ン
等
出
店
さ
れ
た
三
陸
グ

ル
メ
各
商
品
が
大
人
気
と
な
り
大

成
功
と
な
っ
た
。

　

当
所
青
年
部
員
か
ら
は
、「
今

後
も
〝
東
北
再
生
へ
舵
を
取
れ
〟

を
合
言
葉
に
、
可
能
な
限
り
被
災

地
復
興
を
支
援
し
た
い
」
と
の
声

が
聞
か
れ
た
。

　

館
山
市
内
は
、
２
日
間
に
わ
た

り
多
く
の
来
訪
者
で
賑
わ
っ
た
。

e-Taxセミナーのご案内 実践マナー講座を開催
　当所では、館山税務署より講師をお招きし、

左記のとおり e-Tax セミナーを開催いたしま

す。参加を希望される方は、事業所名・出席

者名を電話（22-8330）にてお申込下さい。

※定員になり次第締め切りといたします。

【 日 時 】　平成 23 年 11 月 9 日

　　　　　午後２時～４時

【 場 所 】　館山商工会議所　会議室

【 内 容 】　 e-Tax( 国税電子申告・納税システ

ム ) を利用になる場合の流れについ

て、パソコンを使って実践的な講

習を行う。

　　　　　（住民基本台帳カードをお持ちの方はご持参ください）

【 講 師 】　館山税務署担当官

【参加費】　無料

第
30
回
記
念 

南
総
里
見
ま
つ
り

　
～
館
山
銀
座
商
店
街
手
づ
く
り
甲
冑
隊
も
パ
レ
ー
ド
～

　
～
当
所
青
年
部
が
気
仙
沼
青
年
部
と
協
力
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！
～
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